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研究成果の概要（和文）：本研究では、協同学習への動機づけにおける動的プロセスについて検討を行った。ここでの
動機づけとして、協同学習において個人が課題に向き合うことが動機づけ要因となっている個人的動機づけと、他者と
の関わりによって生起する社会的動機づけの観点から検討を行った。いくつかの協同学習実践を取り上げて検討を行っ
た結果、協同学習の各段階において、個人的な動機づけ・社会的動機づけについて、協同学習の進行とともにそれらの
動機づけが変化していくとともに、協同学習に関わる他の要因（適応感・学習方略使用）に影響する動機づけの側面も
変化することが見いだされた。最後に、これらの結果を受けて、協同学習実践の改善を試みた。

研究成果の概要（英文）：This study examined the dynamic motivational processes involved in several kinds 
of cooperative learning. We analyzed these processes in terms of individual factors and social factors of 
motivation.The results showed that individual factors and social factors of motivation changed through 
the process of cooperative learning. Further, the effect of motivational factors on related factors 
(e.g., adaptation, learning strategy use) also changed. We improved the teaching method of cooperative 
learning using the results of this study.

研究分野：教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
近年、さまざまな形態での協同による学習
が非常に盛んになってきている。このように
協同学習を導入する背景の 1つとして、学習
者の動機づけが高まることが期待されるこ
とも多い。さて、協同による学習に関する研
究として、いかなる学習効果が生み出される
のかについて、主に認知科学・学習心理学の
研究において検討が進んでおり、また、社会
心理学的な観点からは、集団による個人の行
動への影響についても検討されている。一方
で動機づけ研究においては、これまで個人が
独りで学習していく過程に注目した検討や
理論化が主であったため、協同学習下の動機
づけについては十分な検討がされてきてい
ない。近年では、動機づけ研究においても、
社会的側面に注目する流れが見られるが（青
柳, 2003）、そのような視点からの研究はまだ
まだ知見の積み重ねが必要である。特に、協
同学習の開始時から慣熟期に向けてのそれ
ぞれの時期において、動機づけがどのように
動的に変化し、それらが学習にどのように影
響しているのかについて検討はほとんどな
い。そのため、これらの検討を進めることで、
協同学習の動機づけをより有効に高めてい
くことが可能になるのではないかと考えら
れる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、協同学習における動機づけが
その進展とともにどのように動的に変化し
ていくのかについて検討を進める。協同学習
における動的な動機づけプロセスを詳細に
明らかにするためには、その時点の学習者の
動機づけに関わると考えられる要因をより
広くとらえ、それらの変化とともに、動機づ
けがどのように動的に変化するかを検討す
る必要がある。そこで、協同学習における動
機づけやそれに関わる心理学的なプロセス
について幅広く捉えることをめざし、それに
必要な測定を開発する。さらに、協同学習過
程における具体的な変化を検討するために
は、実際に協同学習を体験している学習者を
対象とする必要があるため、実際に協同学習
実践を行う、またはそのようなフィールドに
関わりながら検討を進める。 
実践における違いに応じた実践への示唆が
できると考えられる。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、協同学習における動機づけプ
ロセスを総合的に把握するため、これらのプ
ロセスに関わると考えられる要因について
先行研究のレヴューを進めながら、それらの
測定をすることができる道具の開発を進め
る。そして、これらを用いながら、協同学習
における動機づけプロセスの各要因がそれ
ぞれどのように相互に影響し合っているか
を検討することを通して、協同学習における
動機づけの動的プロセスを統合的に検討す

る。そして、それらの検討で見いだされた結
果を基に、協同学習実践をいかに改善すれば
良いかについて検討し、よりよい協同学習実
践の構築を目指す。 
さて、協同学習における動機づけ過程にお
いては、従来の研究で扱われてきた個人がい
かにその学習課題に向き合うかという個人
的な動機づけ過程が存在するとともに、他者
との関係の中でどのように動機づけられる
かという社会的動機づけの過程も存在する。
そのため、本研究での協同学習における動機
づけ過程の検討の際、個人的な動機づけ要因
だけでなく、社会的動機づけ過程についても
取り上げて検討を進める。 
これらの検討を進めるため、ある程度の種
類の協同学習実践でのデータを用いた検討
を進めるとともに、研究者自身が実践してい
る大学初年次教育プログラムでの 1000 名規
模の実践についても取り上げることで、ある
程度一般性があると考えられる検討を進め
る。 
 
 
４．研究成果 
研究目的とされていた、協同学習の動機づ
けにおける動的プロセスの解明に関して、以
下の視点からの研究が進められた。いくつか
の協同学習実践において、そこで動機づけプ
ロセスが実際にどのように変化するかにつ
いて検討し、そこで得られた知見を元に、よ
り動機づけの高まる実践の改善・開発を目指
した。 
 
＜協同学習場面に関する個人的動機づけに
関する検討＞ 
 協同学習における動機づけについて、まず
は従来の動機づけ研究で扱われてきたよう
な個人内の動機づけ要因について検討を行
った。 
ま ず 、 シ ナ リ オ 型 の Problem-based 
Learning を対象とした研究では、授業進行過
程において、協同学習を一部取り入れながら
も講義型授業を中心としたパートとシナリ
オ型の Problem-based Learning を中心とし
たパートでは、そこでの授業に対する利用価
値が後者の方が高いことが見いだされた。さ
らに、課題価値と方略使用の関連に関して、
シナリオ型の Problem-based Learning を中
心としたパートにおいてのみ、利用価値が外
部リソース方略使用を予測するという結果
が見いだされた。また、シナリオ型の
Problem-based Learning の各段階において、
動機づけが学習方略使用をどのように予測
するかが変化していくかについて検討を行
ったところ、興味価値は学習方略使用全般に
影響を与えている一方、利用価値については
それぞれの段階で特に必要であると考えら
れるような方略の使用を促していることが
見いだされた。 
中学校国語科における実践においては、協



同学習の手法の一つである LTD(Leaning 
Through Discussion)話し合い学習法を適用
した実践を行い検討を進めた。LTD 話し合い
学習法では、読解に関する 8ステップの活動
を行うが、これを中学生に合うように 6時限
での授業活動として展開するようプログラ
ムを構成して実施した。中学 2年生を対象と
した実践の結果、実践開始時からステップ 4
が終了した時点にかけて、興味価値、自己効
力感が高まっている様相が見られたととも
に、自己効力感については、授業終了時にか
けても有意に得点が高くなっていることが
見いだされた。また、自己効力感や興味価
値・利用価値といった課題価値が読解方略使
用にどのように関連するかを検討したとこ
ろ、初回の自己効力感が授業終了時の意味明
確化やコントロールといった読解方略使用
を予測していることが見いだされたととも
に、ステップ 4が終了した時点での利用価値
が、授業終了時の読解方略の要点把握・構造
注目・意味明確化・記憶・モニタリング・コ
ントロールの読解方略使用を予測している
ことが見いだされた。協同学習中の行動に関
わっては、実践開始時からステップ 4が終了
した時点にかけて、「議論を深めるための質
問」「結論の掘り下げ」がより行われるよう
になるという様相が見られた。中学 1年生を
対象とした実践では、授業開始時の利用価値
が意味明確化といった読解方略使用を促し
ていることが見いだされた。 
協同学習を取り入れた大学初年次教育を
対象とした研究においては、入学間もない時
点での自律的な動機づけの高さが前期が終
了する時期での大学適応の高さと関連して
いることが見いだされている。 
 これらの結果から、協同学習中の動機づけ
はそのときどきで学習方略使用や適応に異
なった影響を与えることが見いだされたと
考えられる。 
＜協同学習に関する社会的動機づけに関す
る検討＞ 
本研究では、協同学習場面に特有の動機づ
けであると考えられる社会的な動機づけに
ついても検討を進めた。まず、協同学習場面
における社会的な動機づけを測定するため、
中西・村松・松岡（2006）で作成された尺度
を参考にしながら、新たに項目を作成した。
154 名の大学生を対象に調査を行い、探索的
因子分析を施した結果、「他者からの刺激に
よる動機づけ」、「メンバーからの被評価動
機」、「メンバーからの被嫌悪回避動機」、「グ
ループに対する被評価動機」、「グループに対
する貢献動機」と命名できる 5因子解が見い
だされた。さらに、因子構造についてより詳
細な検討を行うため、1021 名の大学生から得
られた調査結果を用いて、確認的因子分析を
行った。探索的因子分析で得られた「グルー
プに対する貢献動機」を除外し、「他者から
の知識影響に対する動機」因子を設定し、「他
者からの刺激による動機づけ」を「他者から

の触発による動機づけ」因子と「他者援助動
機」因子と分けて検討したところ、十分な適
合度が得られた。これらの結果を参考に、「他
者からの触発による動機づけ」「他者援助動
機」「メンバーからの被評価動機」「メンバー
からの被嫌悪回避動機」「グループに対する
被評価動機」「他者からの知識影響に対する
動機」の 6下位尺度からなる協同学習に関す
る社会的動機づけ尺度を構成することとし
た。 
続いて、それらの協同学習に関する社会的
動機づけの観点から動機づけプロセスがど
のように動的に変化するかを検討した。まず、
協同学習に関する社会的動機づけが
Project-based Learning(PBL)の中でどのよ
うに変化し、そこでのメタ認知方略にどう影
響していくかを検討した。その結果、「メン
バーからの被評価動機」が PBL 後半で高くな
る様相が見られた。また、メタ認知方略の 1
つであるモニタリングは、PBL 前半では他者
からの刺激による動機づけ」による影響を強
く受けていたのに対し、PBL 後半では「グル
ープに対する貢献動機」の影響を強く受けて
いるという結果が見いだされた。プランニン
グに関しては、PBL 前半での「他者からの刺
激による動機づけ」、「グループに対する貢献
動機」が前半・中盤・後半におけるプランニ
ングを予測していたとともに、PBL 前半での
「メンバーからの被評価動機」は前半・中盤
におけるプランニングを予測していた。 
続いて、大学初年次教育における協同学習
場面において、協同学習に関する社会的動機
づけがどのように変化し、そこでの適応感に
どう影響していくかを検討した。その結果、
開始時から終了時にかけて「メンバーからの
被評価動機」において得点が高くなる様相が
見られた一方、「他者援助動機」「他者からの
知識影響に対する動機」においては得点の下
降が見られた。また、適応感に関しては、「他
者からの触発による動機づけ」「他者からの
知識影響に対する動機」が影響していること
が見いだされた。 
これらの結果から、協同学習開始時から終
了時にかけて「メンバーからの被評価動機」
が高まる様相が見られるとともに、他者から
の刺激を受けるということに関する動機づ
けが望ましい他の側面と関連があることが
見いだされた、そこで、これらの結果を協同
学習の実践に関するプログラム開発につな
げるということで、協同学習を取り入れ大学
初年次教育に関わる授業プログラムにおい
て、他者の考えや活動の様子が目に見えるよ
うにするという観点から、そのような活動を
授業活動の中に取り入れるに至った。また、
授業終了時において、他のメンバーからの評
価を受けるような活動も取り入れている。 
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